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すすきの 穂に は、 まだ 雨の しずくが 光って いました。 

すくな 

川 は、 いつも は 水が 少 いのです が、 三日 もの 雨で、 水 

が、 どっとまして いました。 ただのと き は 水に つかる 

はぎ 

ことのない、 川べ りの すすき や、 萩の 株が、 黄い ろく 

にごった 水に 横 だお しにな つて、 もまれて います。 ご 

かわしも 

んは 川下の 方へ と、 ぬかるみ みちを 歩いて いきました 

ふと 見る と、 川の 中に 人が いて、 何 かやって います _ 

ごん は、 見つからな いように、 そうつ と 草の 深いと こ 

ろへ 歩きよ つて、 そこから じっとの ぞいて みました。 

ひょうじ ゆう 

「兵 十 だな」 と、 ごん は 思いました。 兵 十 は ぼろ ぼ 

ろの 黒い きもの を まくし 上げて、 腰のと ころまで 水に 



いきました。 

月の いい 晩でした。 ごん は、 ぶらぶら あそびに 出か 

けました。 中 山 さまのお 城の 下 を 通って すこしい くと 

細い 道の 向う から、 だれか 来る ようです。 話 声が 聞え 

ます。 チン チロ リン、 チン チロ リンと 松虫が 鳴いて い 

ま ^9 

ごん は、 道の 片 がわに かくれて、 じっとして いまし 

た。 話 声 はだん だん 近くな りました。 それ は、 兵 十と 



「そうかな あ」 

「そうだと も。 だから、 まいにち 神 さまに お 礼を言う 

、、ゝ ヽ ヽ 一/一 

力 レレよ」 

「うん」 

ごん は、 へえ、 こいつ はつ まらない なと 思いました 

おれが、 栗 や 松 たけを 持って いって やる のに、 そのお 

れに はお 礼 をい わないで、 神 さまに お礼 をい うんじ や 

ァ、 おれ は、 引き合わな いな あ。 
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